




















































































































































年代別記事数 116◎3 η483 27528 37557 雀6530 1107α
漢字（計）＊1 　146◎
｡2．58％
2134
ﾑ2．21％
2890
�ｿ50％
3309
W81％
　745
S．51％
10538
X．52％
送り仮名 　2葉8
狽W8％
．　274
@　t57％
278
P．◎1％
　　24
O．06％
　　　6
O．04％
　800
ｿ72％
仮名遣い 　430
R．7｛％
336
P．92％
　准82
ｿ66％
　258
O．69％
　　29
O．｛8％
1235
狽P2％
語彙・用語 　1727
P4．88％
2907
P6．63％
3800
揩R．8◎％
5855
揩T．59％
　2100
H2．フ0％
蓬6389
P4．80％
方言（計）＊2 　639
T，5哩％
1715
X．81％
i248
S53％
1774
S．72％
　579
R．50％
5955
T．38％
言葉遣い 　568
S9◎％
　901
T．15％
　941
R．42％
1348
R．59％
　729
S．41％
4487
S．05％
敬語 　3◎6
Q．64％
　440
Q．52％
　658
Q．39％
　712
掾D90％
　347
Q．蓬0％
2463
Q．22％
情報化社会 　172
P．48％
　477
Q73％
　934
R．39％
28i2
V．49％
　2089
o2。64％
6484
T．86％
言語政策 　709
U．稠％
霊220
U．98％
科64
S23％
　η7
Q．07％
　365
Q．21％
4235
R．83％
国語教育 　1255
}0．82％
1316
V．53％
1499
T．45％
穏78
R，灌4％
　572
R．46％
5820
T．26％
日本語教育 　　68
O．59％
　254
狽S5％
　744
Q．70％
η05
S．54％
　712
S．31％
3483
R．准5％
外国語習得 　297
Q．56％
　698
R．99％
1504
T．46％
2236
T．95％
1245
V．53％・
5980
T．40％
　　　　　＊1漢字（計〉キーワード候補「漢字」　「漢字綱限」のどちらか一つでも付与されたもの。
　　　　　＊2方言（計）実際のデータでは地域を分けている。
　語彙・用語は付与された件数が非常に多い［2］。割合をみても，どの年代でも10％台で
大きな変動はなく，全体でも14．80％で最多である。
　語彙・用語の次に付与された件数が多いのは漢字で，全体で9．52％である。年代によ
る変化をみると，’1　990年代はそれ以前に比べて割合が半減している。1980年代までの件
数の多さや全体に占める割合の大きさと1990年代の減少について，『データベース』の
見出しの五霞をもとに考えると，年代による変化の原因として大きく二つのことが挙げら
れる。一一つは，1980年代までは，漢字についてのクイズや豆知識的な連載記事が多かっ
たことである。もう一つは，1980年代までは，漢字についての国語審議会の報告や答申，
内閣告示等に関する記事が多かったこと，及びそれらに対する識者の意見記事や読者の投
稿記事が非常に多かったことである。この点については，件数の変化を年単位や答申の前
後に着目して考察したり，述べられている意見がどのようなものかを詳細にみていくこと
もおもしろいテーマである［3］。
　送り仮名と仮名遣いは全年代を通じて件数が少なく割合も小さい。その中での細かな
変化を見ると，送り仮名については，内閣告示のあった1959年（送りがなのっけ方）と
1973年（送り仮名の付け方）を含む時期に比べ，1980年代以後は件数が激減している。
仮名遣いについても同様に，内閣告示のあった1946年（現代かなつかい）と1986年（現
代仮名遣い）を含む時期を過ぎると，記事数が極めて少なくなっている。
　言語政策の付与された記事の割合は1950，1960年代は6％台だが，1970年代は4％台，
1980年代以後は2％台と少なくなっている。キーワード候補「言語政策」は，国語審議会
の中間報告・答申とそれらに対する意見，さらに，国語審議会や国語政策に望むこと等の
内容の記事に付与される。1970年代までは漢字や送り仮名，仮名遣い，ローマ字等につ
いて国語審議会で審議されていて，その経過を報告・紹介する記事や，国語審議会の答申
や試案に対する解説記事や識者の意見，読者の投書が数多く収録されている。年ごとに件
数や割合の変動を見ると，答申や報告の前後に記事が集中している。1980年代以後は，
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常用漢字表（1981年）と外来語の表記G991年）について内閣告示のあった年の前後に件
数が増えるものの，それ以外の時期のデータは少ないようである。
　方言については，田上（1992＞は新聞記事を資料として方言復権の軌跡を考察していて，
方言に対する価値観や意識のあり方はこの50年で大きく変化していることが予想される。
件数の推移より，記事本文をみていくことで，その変遷を探ることができそうである。
　言葉遣いや敬語は，全年代を通してそれぞれ4％前後と2％前後で推移している。一
方，情報化社会は年代による変化が大きい［4］。年ごとにデータを見ると，件数は1970年
代後半から急激な曲線を描いて増加していて，年代別記事総数に対する割合も1980年代，
1990年代ともに，前年代に比べほぼ倍増している。
　ことばと教育について，国語教育，日本語教育，外国語習得をみると，国語教育は，
年代を通して記事数があまり増加せず，全体の記事数が増加しているため，結果として年
代を経るごとに割合が減少している。対照的に，外国語習得は年代を経るごとに記事数も
増加し，割合も順に増えている。日本語教育は1950，1960年代は記事数が少なく，1970年
代後半から増加している。ただし，外国語習得や日本語教育が付与された記事の件数や割
合が年を追うごとに増加傾向にあることを，単純に新聞に掲載される件数が増加したため
と：とらえることはできない。収集対象の範囲が，国語の学習・教育という限定されたもの
から，日本人のことばの学習・教育，さらに，日本語を母語としない人々の日本語学習・
教育にも広げられたことの影響も考慮する必要がある。
7執筆者の属性によるキーワード候補の記事数の推移
　rデータベース』の記事は誰が書いたかによって「内部」　「投書」　F依頼j　「投書・内
部」　「投書・依頼」に分けられる。年ごとにそれぞれの執筆者属性が占める割合をみると，
「投書・内部」とf投書・依頼」は全年代を通して割合が極めて小さく，平均ではそれぞ
れ1，04％と0，24％となる。他の三つの属性の割合は，年によって増減はあるが全体を通
してみるとその幅はそれほど大きくないようである。平均では，　「内部」55，　41％，　「投
書」16，06％，　「依頼」27，23％である。
　ここでは，執筆者属性を分けた場合に，読者の意見を最も直接的に反映していると考
えられる「投書」に着目して，キーワード候補のいくつかを取り上げ，投稿者がことばの
どのようなところに関心を持っているかみてみよう（表3）。
　　　　　　　表3キーワード候補別の投書の件数と軍慮
投書の割含
キーワード候補 記事数（件）　投書数（件）　　（％）
記事全体 11070蓬　　　　　　　　　雀7780　　　　　　　　　　16．06
漢字（計〉 10538　　　　　　　　　2272　　　　　　　　　2t56
送り仮名 800　　　　　　　　　　　　52　　　　　　　　　　　　6．5
仮名遣い 蓬235　　　　　　　　　　　雀雀2　　　　　　　　　　9．07
外来語の表記 606　　　　　　　　　　雀22　　　　　　　　　20。13
語彙・駕語 16389　　　　　　　　　2204　　　　　　　　　13．45
各種用語 3680　　　　　　　　　　350　　　　　　　　　　9．5董
外来語 6歪20　　　　　　　　　雀205　　　　　　　　　19．69
流行語 33灌4　　　　　　　　　282　　　　　　　　　8，51
方言（計） 5955　　　　　　　　　　668　　　　　　　　　望t22
言葉遣い 4487　　　　　　　　　1613　　　　　　　　3δ．95
あいさつ 1902　　　　　　　　　　852　　　　　　　　44．79
呼称 2046　　　　　　　　　　867　　　　　　　　42．38
敬語 2463　　　　　　　　　　758　　　　　　　　　30．78
情報化社会 6484　　　　　　　　　　255　　　　　　　　　3．93
言語政策 4235　　　　　　　　　　743　　　　　　　　　望7．54
国語教育 582◎　　　　　　　　　　1280　　　　　　　　　2t99
鐙本語教育 3483　　　　　　　　　　225　　　　　　　　　6．46
外国語習得 5980　　　　　　　　　｛063　　　　　　　　　重7．78
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　それぞれのキーワード候補が付与された記事にどのくらい投書が含まれているかを見
ると，投書の割合がi割に満たない低グループ（送り仮名，仮名遣い，各種用語，流行語，
情報化社会，日本語教育），1割～2割程度の中グループ（漢字，外来語の表記，語彙・
用語，外来語，方言，言語政策，国語教育，外国語習得），3割～5割の高グループ（言
葉遣い，あいさつ，呼称，敬語）とに分けられそうである。キーワード候補によって記事
数は大きく異なるが，記事数が同程度の場合でも投書の割合には大きな差が生じている。
例えば，各種用語，言葉遣い，言語政策は，それぞれが付与された件数が3～4千件台と
同じくらいでも，投書の割合は，低グループ，高グループ，中グループと異なっている。
　投書が読者の意見をある程度反映するものと考えれば，投書の割合が低，中，高グ
ループに分けられることから，読者がことばのどの面に関心を持っているかということを
探ることも可能ではないだろうか。そして，記事数や割合だけでなく，記事の内容を丁寧
に見ることによって，日本入がことばあるいは日本語のどの面について，どのような価値
観を持っているのか，それがどのように変わったのか，あるいは変わらなかったのかを難
る手がかりを得ることができるように思う。
8，今後の課題
　本報告では，『データベース』の概略を述べ，単純集計結果をもとに，ことばに対す
る関心のあり方を探る際の手がかりを示したが，今後『データベース』を利用する際の留
意点を指摘しておく。まず，キーワrド候補が対応する記事内容の範囲の広さあるいは狭
さが集計に影響を与えている可能性がある。また，記事を収集する際の基準が明確に定
まっていないために，年によって，あるいは担当者によって，収集するかしないかの判断
にゆれが生じている。さらに，記事検索情報の付与にあたって，作業マニュアルの理解の
しかたやデータ処理のしかたが作業に参加した複数の人の問でゆれている。記事検索情報
の点検とさらなる整備は今後の課題である。
　その他，『データベース」の一般への公開形態の検討，記事そのもののデータベース
化の問題，著作権の問題など多くの点を克服しなければならないが，一つひとつ解決して
いくつもりである。
【1］　「朝日薪聞見出しデータベース」は，朝日新聞の1945年から1995年までの50年の縮刷版について，
　記事検索見出し約308万件を収録したデータベースである。記事の内容によっては，見出しだけで
　検索が容易なものもあるが，ことばに関するデータを効率よく検索することは難しい。
［2］キーワード候補「語藁・用語」は分野としての語藁・用語とは異なる。　ilデータベース』について
　設定したキーワード候補の83項臼の中には，語彙・用語の他に，外来語，各種用語（専門用語），
　流行語等が独立して存在している。
［3］井上・辻野（1992）及び井上・池田・辻野（1994）において，辻野は文字・表記に関する記事の年推
　移を国語政策に関連させた考察や，常用漢字表に対する読者の意識のあり方について投書記事を資
　料として分析した結果について報告している。
［4］キーワード候補「情報化社会」は広い範陥を想起させるが，　ilデータベース悉では，タイプライ
　ター，ワープロ等の情報機器やソフトウエアの利用とその影響に関する内容の記事に付与している。
参考文献：
井上優・池田理葱子・辻野都毒茸G994）　「国語研究所所蔵新聞記事を利用した研究について（覚え
書）」　匡国立国語研究所報告107研究報告集152　i41一！63
井上優・辻聾都喜江（1992）　f『国語関係新聞記事データベースgについて（中間報告）」　il国立国
語研究所報告104研究報告集13』　165－193
尾崎喜光（1995）　「発話がもたらす対人効果の研究（1）一投書におけるメタコミュニケーション行動の
分析一一」　『国立重語研究所報告110研究報告集16』　1－31
国立国語研究所編（～1989）　『国語年鑑2　秀英出版
田上稔q992）　「方言復権の軌跡」　『武庫川女子大学言語文化研究所年報』第4号　15－31
一194一　，
